
トーマス・ベンダー氏
(英国CABE本部、建築家 )

日本建築家協会・建築家大会 2013 北海道　シンポジウム

＜英国ＣＡＢＥ本部の建築家と共に議論を深める＞
【日本版CABEを考える】実現に向けて何が必要か？

定量的判断をベースとする日本の確認制度は、良質な建築・美
しい街を創るという定性的な判断を取り入れることは難しいの
が現状である。景観法はあるが様々な問題を抱え決定打とは
なっていない。ＣＡＢＥ（Commission for Architecture and the 
Built Environment）は 1999 年に英国で生まれた建築・まちづ
くり機構であり、良質な建築、美しい街づくりを目指し、審査（デ
ザインレビュー）や実現支援（エヌエイブル）、教育と広報な
ど様々な活動を続けている。日本にもこのような機構が必要と
の問題意識から日本版ＣＡＢＥ推進タスクフォースにおいて議
論を重ね、ＪＩＡ横浜大会でもシンポジウムを実施し内容を深
めている。今回、英国のＣＡＢＥ本部から建築家を招き、ＣＡ
ＢＥの特質を明らかにすると共に、日本において「良質な建築・
まちづくり支援機構」の実現を目指して何が必要か？をテーマ
にシンポジウムを実施する。是非、多くの方のご参加をいただ
き、ディスカッションを深めて欲しい。

・日時：９月６日（金）９：３０～１２：００　
・ 場所：札幌市教育文化会館305号室（150席）
・ タイトル：「日本版CABEを考える」実現に向けて何が必要か？
　　　　　　（英国CABE本部の建築家と共に議論を深める）

■参加費：■参加費：JIAJIA会員会員：大会参加登録をお願いします(http://www.jia-hok.org/hokkaido/hokkaido.html)、会員外一般・学生会員外一般・学生：無料無料
■定員：■定員：５０名（定員に達し次第、締切らせて頂きます）
■参加申込・問合せ■参加申込・問合せ
   日本建築家協会 関東甲信越支部(大西)宛てに、①氏名 ②所属 ③連絡先（TELまたは携帯でも可）を記入しFAXまたはE-mailにて
　TEL:03-3408-8291 /FAX：03-3408-8294 /E-mail：mohnishi@jia.or.jp　
■プログラム■プログラム
   　９：３０～　　会長挨拶
   　９：３５～　　主旨説明
   　９：５０～　　CABEの現在の活動
   １０：２０～　　パネリスト①コンペ支援における日本版CABEの役割と可能性

   １０：３５～　　パネリスト②景観法における日本版CABEの役割と可能性

   １０：５０～　　パネリスト③デザインレビューにおける日本版CABEの役割と可能性

   １１：０５～　　コメンテーター①
   １１：１０～　　コメンテーター②
   １１：１５～　　ディスカッション
   １１：５０～　　まとめ
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2013 9 6 9:30~12:00
■日本版CABE推進日本版CABE推進タスクフォースタスクフォース(建築(建築・まちづくりまちづくり支援委員会)支援委員会)主催主催シンポジウム【会場：シンポジウム【会場：札幌市教育文化会館305号室札幌市教育文化会館305号室［150席]150席]】

アクセス：地下鉄東西線「西11丁目」1番出口から徒歩5分・バス「北1条西12丁目」から徒歩1分(札幌市教育文化会館OfficialHP; アクセス：地下鉄東西線「西11丁目」1番出口から徒歩5分・バス「北1条西12丁目」から徒歩1分(札幌市教育文化会館OfficialHP; http://www.kyobun.org/)http://www.kyobun.org/)

年 月 日 (金 )

2013/07/19

地下鉄東西線

札幌市
教育文化
会館

大湧公園 ①番出口

札幌高等
裁判所

ロイトン札幌

石
山
通

札幌家庭・簡易
裁判所

第三合同庁舎

さっぽろ
芸術文化の館

札幌市資料館

コンビニ
西11丁目駅

西15

丁
目

西14

丁
目

西13

丁
目

西12

丁
目

西11

丁
目北1条

南1条

北大通

南大通

大会
LOGO

案


